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本日の報告・発表

②農研機構初のスタートアップ企業
「農研植物病院」の果たす役割

①ばれいしょをめぐる状況について

高温化による収量、夏疫病、でんぷん価への
影響の考察
種いもの萌芽不良への影響は継続研究

“農業を強くする”を実現する。

輸出入検疫、国内流通向け自主検査診断、
営農指導・コンサル・リカレント教育等

「未利用資源の活用」と「素材まるごと使用」
ポテトチップス市場のポテンシャルと更なる
成長に向けてのチャレンジ

④バレイショの収量や病害発生への
高温化の影響

③ポテトチップスの動向

Ｒ５（概算）の北海道の作付面積割合、生産
量ともに、昭和６０年以降、過去最高に。
種いも、シストセンチュウ対策は継続課題
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ポテトフォーラムの振り返り
十勝ブランドを
世界トップレベルへ

品質（打撲）問題
種いも／食の安全・安心

スコットランドの
馬鈴しょ事情と技術

食文化の見直し
馬鈴しょの基礎研究
消費とマーケティング
安全・安心志向

国際イモ年
世界情勢の変化

ＴＰＰ

馬鈴しょ需要
拡大を目指して

ポテトゼミ
（２００２．０６）

ポテトフォーラム芽室
（２００２．１２～２００５）

ポテトフォーラム札幌
（２００７～２０１７）

ポテトフォーラム帯広
（２０１８）

労働力不足／自然災害
シロシストセンチュウ

世界馬鈴薯会議
スマート農業

ポテトフォーラム札幌
（２０１９）

種いも対策
シロシストセンチュウ
省人化・省力化

ゲノム編集
農産物輸出

原料原産地表示

ポテトフォーラム・動画配信
（２０２０～２０２１）

コロナ禍で何が変わっていくのか
馬鈴しょ産業

気候変動対応
新品種・育種の可能性

ポテトフォーラム札幌
（２０２２・２０２３）

ゲノム編集／育種・品種改良
環境・気候変動
消費者の声

サステナブルな馬鈴しょ振興
食料安全保障の構築

ポテトフォーラム札幌
（２０２４）

強い農業の実現
競争から共創へ

高温化の影響
ポテトチップス産業の動向
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気候変動など や

地政学的リスク

原材料価格や動力費の高騰
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社会課題
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（出典）2022年1月1日 日本経済新聞朝刊

男女の平等

労働生産性
賃金の伸び

経済の成⾧率
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日本国内における課題
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イノベーションを起こす!

農業で解決する日本の課題
 少子化 高齢化
 孤独社会
 教育問題
 消費低迷
 新産業育成

2025年 世界の穀物市場は、200兆円で２倍に!
自動車産業は、250兆円で 1.25倍

2025年 食肉、乳製品、加工食品など農業関連市場
は完全に自動車産業を超える!
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日本は、地域の活躍によってのみ
持続可能性を高めることができる

大都市への集中を緩和
地方への施策 交付金 ふるさと納税
働き方の変化 インバウンドの増加

農業 観光 防災
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ばれいしょ産業は
課題解決のひとつでは!
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道徳なき経済は、犯罪である

経済なき道徳は、寝言である
二宮尊徳
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日本のばれいしょ産業の現状は？

ポテトの食用需要は増加していますが!
輸入量は生ばれいしょ換算

118万t
※うち冷凍加工品91万t
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「競争」によって全体が成⾧するフェーズは終わりでは?

それぞれのバリューを
正しく認識・理解することから始まる
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共創により
全体の需要・価値を
増やすことに集中
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第一次産業

第二次産業

第三次産業

ばれいしょ産業

どのようにしてより大きな価値を生みだしていくか!
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需要と供給

供給課題にフォーカスがあたってきたが!



日本のばれいしょ産業の現状は？

ポテトの食用需要は増加していますが!
輸入量は生ばれいしょ換算

118万t
※うち冷凍加工品91万t
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2023年 ばれいしょ用途別消費量（概算）
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ご清聴ありがとうございました。


